
平成21年度 公共事業評価委員会

道路事業

一般国道４７７号（大布施拡幅）
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箇 所 図

京都市立花脊小中学校

元 京都市立八桝小学校
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南北道路間の代替性を確保する重要な路線

一般国道477号とは・・・
路 線 図

市街地

花脊～162号区間

改良率 (改良前；８２％，改良後９４％)

改良済

事業箇所
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事業概要図

集落

集落

集落

事業採択 平成２年度

完成予定 平成２６年度

全体事業費 ４２億円

進捗率 ５９．６％ ( H20年度末現在 )

費用便益分析 Ｂ／Ｃ ＝ ０．８６
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・ コスト縮減について

・ 道路の必要性について

・ 残事業に関する費用便益 Ｂ／Ｃついて

議論すべき課題

8/26 第2回公共事業評価委員会
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これまでのコスト縮減の取組

コスト縮減について・・・

合計 約３億３千万円削減

橋梁 ４橋 耐候性鋼材の採用 約６千万円
削減

トンネル Ｌ＝１１６ｍ 長寿命照明 約２百万円
削減

総事業費 ４２億円

公共事業発生土の利用 ６ 万m3 約２億７千万円
削減

〈ライフサイクルコストの縮減〉

〈リサイクル材の活用〉

６



コスト縮減について・・・

総事業費 ４２億円

さらなるコスト縮減策

残事業費 １１億５５百万円

約１千万円

圧縮を図る！
法面保護材の見直し等

現場発生土を使用した植生に変更

〈施工方法の見直し〉

H２２以降にかかる

法面の植生
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集落
集落

集落

災害危険箇所

危険箇所

現道

計画道

道路の必要性について

生活道，命の道として

車両が唯一の交通手段 !!

落石の危険がある集落入り口

①改良前 ②施工中

落石の危険もなくなり，２車線で安心安全な道に !!

③改良後
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広河原集落

二次医療施設

京北病院
花脊集落

別所集落

道路の必要性について

命の道として・・・

救命時には１分１秒が大きな差に !!
事業箇所

冬季雪深く いっそう狭くなる現道 狭く離合困難な集落内現状

冬季の救急走行に支障が・・・

冬季の離合も可能に !!
拡幅後 改良後は離合がスムーズに !!安心・安全・快適に !!
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道路の必要性について

過疎化を防ぐ・・・
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集落人口の推移 集落年齢別人口(人) (人)

施設一体型

小中一貫教育校

「花脊小中学校」

地域密着型

介護老人福祉施設

「花友はなせ」

高齢者人口の割合が高い

花脊小中学校

介護老人福祉施設

広河原集落

二次医療施設

京北病院

大布施拡幅

京都新聞

平成21年10月19日(朝刊)

花脊集落

別所集落

(広河原・花脊・別所地区)
(広河原・花脊・別所地区)

(H17国勢調査)(国勢調査)
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道路の必要性について

教育施設や観光地へのアクセスルートとして・・・

天体観測(花脊山の家)

松上げの様子

広河原スキー場

花脊山の家

山村都市交流の森

事業箇所

常照皇寺
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残事業に関する費用便益Ｂ／Ｃ について

残事業費用便益 Ｂ／Ｃ＝２．６

(残事業Ｂ／Ｃ) ＝(今後に発生する便益)／(今後に発生する費用)

計画予定地(終点側より)

上桂川３号橋(仮称)予定地 施工中の拡幅部 大布施トンネルと高瀬橋

改良済み道路
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